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A-SERIES GP の記号

当マニュアルでは、 次の記号が使用されています。 手順や説明
の横に記号を表示している ものは、 重要な警告事項や注意事項
です。

                    

防護眼鏡をかけてください。

                    

防護服および防護手袋を着用して ください。適切な保護
手袋を着用して ください。関連する製品安全データシー
ト (MSDS) を参照して ください。

                    

機械のスイ ッチを切り、 電源を停止して ください。

                    

この手順を実行できるのは、 ト レーニングを受けた方の
みです。

                    

静電気放電 (ESD) に注意してください。 静電気防止策を
講じて ください。

• まずマシンのスイ ッチを切り ます。

• アースに接触されている リ ス トバンドを着用します。

• 静電電圧を蓄積する衣服は着用しないでください

• PCB （電子基板） の運搬には ESD 防護バッ クを使用して くだ
さい。

• PCB （電子基板） は、 静電電圧を逃がす素材で作られ、 アー
ス接続されているマッ トに置いてください。
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健康と安全

インクと溶剤について

Domino 社では、 本機で使用しているインク、 メークアップ液、
洗浄液について製品安全データシート (MSDS)を提供しています。
各容器にも健康と安全に関する警告ラベルを貼付しています。
次に一般的な基本必要事項について説明します。

• 製造業における常識的な清潔、 整理状態を維持する。

• インクおよび容器は注意して保存し、 取り扱う。

• インクまたは溶剤の近辺で喫煙したり、 裸火 （またはその他
の火の元） を使用した りするこ とは非常に危険ですので、 行
わないでください。

• インクに直接触れる人は、 その使用について適切な指示内容
を知っておく。

安全操作の訓練の方法はその環境によって異な り ます。 必要な
予防措置を取るための一般的な注意事項を次に説明します。

• 口からの摂取を避けるために 、飲食、喫煙、 またはインクが
口に入る可能性があるその他の行為は避けてください。

• インクが目に入らないよう にしてく ださい。インクが飛び散っ
たり、 霧状に飛び散る危険性があるため、 常に防護眼鏡をか
けてください。 万一インクが目に入った場合には、 応急措置
と して、目を塩水に 15 分間浸します（ 塩水が無い場合、浄水
を使用します） 。 インクが入っていない側の目に水が入らな
いよ うに注意して ください。 すぐに医師の診断を受ける必要
があ り ます。 Domino 社からは洗眼液 （品番 99200） を入手で
きます。

• ほとんどのインクには、 肌に有害な溶剤が含まれています。
安全操作の訓練を実施する必要があ り ますし、 リ スクアセス
メン ト も実行して ください。 作業員用保護設備についての製
品安全データシート (MSDS) が供給可能です。 大部分の手袋
は、 短時間の保護にしかな り ません。 頻繁に利用する場合、
または飛び散った場合には、 手袋を交換して ください。
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• 大部分のインクには、 蒸発しやすく、 吸入してしま う可能性
のある物質が含まれているため、 十分な換気が必要です。

• 使用済みのク リーニング用素材、 たとえばラグ、 ティ ッシュ
などは、 燃える危険性があ り ます。 これらは使用後回収し、
安全な場所に捨ててください。

保管

印字用インクは、換気の良い建物の、火災に備えて安全のために
選択された場所に保管する必要があり ます。すべてのインクおよ
び溶剤は、 その地域の規則によって保管する必要があり ます。

火災防止

電気火災の消火には、水を使わないでください。ニ ト ロセルロー
スを含むインクの火災 （下記参照） などで、 水を使用しなけれ
ばならない場合には、 最初に必ず電源を外して ください。

インクジェ ッ ト プ リ ンタで使用するインクのほとんどは、 ニ ト
ロセルロースを結合材と して使用しており、 乾燥する と可燃性
が高くな り ます。プ リ ンタに表示される全ての警告を確認し、次
の安全指示に従ってください。

• 乾燥したインクがこびりついた場合でも、 鉄類 （鉄、 鋼） の
スクレーパで削り落とすと火花を生じるので、 このよ う な工
具は使用しないでください。

• ニ ト ロセルロースを含むインクが発火した場合、 インク化合
物自体に酸素が含まれているため、 このよ う なと きには、 水
で温度を下げるこ とが唯一の消火方法です。

• ニ ト ロセルロースによる火災が発生した場合、 水で消火する
前に、 速やかにプリ ンタの電源コードを外して ください。

火災の危険は、 印字用インクを保管、 使用する場合に最も考慮
しな くてはならない問題です。 火災の危険性は、 その使用する
インクまたは溶剤の種類によってかな り異な り ます。

水性インクは燃えませんが、水とアルコールの混合インクは、ア
ルコールの割合が高ければ燃える可能性があ り ます。 水性イン
ク も、 高温下に長時間置く と、 水分が蒸発し、 燃えやすい成分
が残り ます。
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溶剤ベースのインクの危険性は、 特定の溶剤、 または溶剤の組
み合わせによって高くな り ます。特定の危険性がある場合、SDS
に適切な情報が記載されています。

インクジェ ッ ト プ リ ンタは、 印字に使う インク滴にわずかの静
電荷を加えます。 このよ う な静電荷はほとんどの場合、 印字表
面にインク滴が到達するなどによ り、 伝導されて放散し、 蓄積
される こ とはあ り ません。 ただし、 メ ンテナンス中にインク滴
をビーカーなどの容器に集めるこ とがあ り ます。 このよ う な容
器は、 導電性素材で作られたもので、 確実にアースに接触され
ている必要があ り ます。 そ うであれば、 静電気は安全にアース
へ伝導されます。

火災が起きた場合には、 印字用インクから危険な煙が発生しま
す。 それで、 インクは消防作業の際にすぐに取り出せる、 延焼
する可能性がない場所に保管する必要があ り ます。

インクの処理と廃棄

警告 : 一部のインクは、 乾燥する と、 非常に燃えやすくな
り ます。 インクがこぼれたら、 すみやかに掃除して
ください。 インクが乾燥するこ と、 またはこぼれた
インクが乾燥してこびりつく こ とのないよ うにして
ください。

こぼれたインクは、 直ちに適切な溶剤で拭き取り ます。 その際、
作業者の安全に留意して ください。 こぼれたインクや拭き取り
後の残留物が下水や排水溝に流れ込まないよ うに注意を払って
ください。

インクおよび関連する溶剤は導電性物質です。このため、プリ ン
タ内でこぼれたインクを拭き取る際は、 プ リ ンタのスイ ッチを
切ってください。

印字用インクおよび関連する溶剤は、 一般廃棄物と して処分し
ないでください。 その地域の規則に従って廃棄する必要があ り
ます。
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はじめに

概要

このドキュ メン トでは、 Domino の A-Series GP プリ ンタの基本
的な操作方法について説明します。

操作およびメ ンテナンスの詳細については、『 A-Series GP プリ ン
タ操作および保守マニュアル』 を参照して ください。
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操作

起動
注記 : 電源オフの状態からです。

電源オン / オフ   ボタンを押し、 2 秒間押したままにします。

• 電源ボタンの緑のインジケータが点滅し、ス ト ロボ LED が点
滅を始めます。

• 何らかの故障があれば、 上部の状態バーに表示されます （ス
タンバイ状態になり、 スク リーンが表示され、 ポンプがオフ
になるまで約 20 秒かかり ます）。

• ホーム画面が表示され、 画面の右上には  アイコンが表
示されます。

起動 / 停止  ボタンを押し、2 ～ 3 秒間押したままにします。

• 起動 / 停止ボタンの緑のインジケータが点滅を始めます。

• 状態バーには、 も し故障があればそのこ と、 および ［ジェ ッ
トの開始中］ とい う メ ッセージが表示されます （起動には約
70 秒かかり ます）。

• 状態表示部 （画面の右下） には、 ［ス ター ト ］ と、 秒単位の
カウン ト ダウンが表示されます。

• プリ ンタは、 メ ッセージを印字可能な状態です。  アイ
コンはスク リーンの右上部に表示されます。
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装置の停止

注記 : 印字完了状態またはスタンバイ状態からです。

• 電源オン /オフ  ボタンを押し、2秒間押したままにします。

• 起動 / 停止ボタンの緑のインジケータが点滅を始めます。

• プリ ンタは停止動作に入り ます。

• 画面の右下にタイマーが表示され、 ［ス ト ップ］ とカウン ト
ダウン時間が表示されます。

• 画面の右上には  アイコンが表示されます。

• 停止シーケンスには、 印字状態からは約 3 分、 スタンバイ状
態からは 12 秒かかり ます。

• プリ ンタの電源が切れると 、表示と ポンプはオフになり ます。

緊急停止

注記 : いつでも行えます。

• 電源オン / オフ  ボタンを押し、 10 秒間押したままにし
ます。

注意 : 緊急停止の後では、 ノズル ・ プレート を外さないでくだ
さい。 印字ヘッ ドへのフ ィード ラ インには、 まだ圧力が
かかっている可能性があるからです。
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インクと メークアップ ・ カート リ ッジの交換

警告 : インクまたは溶剤の近辺で喫煙した り、 裸火 （また
はその他の火の元） を使用した りするこ とは非常に
危険ですので、 行わないでください。

注記 : プリ ンタで使用するインクが少量の場合、インク ・カート
リ ッジを取り付ける必要はあ り ません。インク ・マニホー
ルド ・シールはそのままにし、画面に要求メ ッセージが表
示された場合にのみインク・カート リ ッジを取り付けてく
ださい。

インクまたはメークアップ ・ カー ト リ ッジの交換が必要な場合
は、 「インク ・ カート リ ッジ追加」 または 「メークアップ ・ カー
ト リ ッジ追加」 とい う メ ッセージがスク リーンに表示され、 黄
色のアラートが点滅します。

インク・ カート リ ッ ジは、時計と 反対方向に回転させて持ち上げ
ます。メ ークアッ プ・ カート リ ッ ジは、時計方向に回転させて持
ち上げます。このメ カニズムによって、カート リ ッ ジが間違えた
マニホールド に取り 付けられていないこ と を確認できます。

カー ト リ ッ ジを取 り付けるには、 カー ト リ ッジオープニング
ツール （Domino 部品番号 67378） を使用してシーリ ングタブを
切り取り ます。

                    

メークアップ・カート リ ッジを交換しなかった場合、やがてメー
クアップ ・ リザーバは空にな り、 最終的にインク粘度が動作制
限を超えます。 また、 プ リ ンタを停止した時にヘッ ドの洗浄が
行われず、 インクがプ リ ン トヘッ ドのコンポーネン トに付着し
ます。 このため、 プ リ ンタが使用可能であってもヘッ ドの故障
が発生するこ とがあ り ます。

回転させてから
持ち上げてカー
ト リ ッジを取り

外します。

カート リ ッジを強
く押し込んで取り

付けます。

AM_0029.eps AM_0033a.eps

カート リ ッジの交換

カート リ ッジオープニング
ツールを使用して蓋を切り

取ります - 67378
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インク ・ リザ―バの交換

警告 : インクまたは溶剤の近辺で喫煙した り、 裸火 （また
はその他の火の元） を使用した りする こ とは非常に
危険ですので、 行わないでください。

インク ・ リザーバの残り時間は、 ホーム画面の  アイコン
に表示されます。

 
次の手順でインク ・ リザーバを交換します。

注記 : (1) この手順では、インクがこぼれた場合に使用する工
業用ティ ッシュが必要です。

(2) メ ーク アッ プ・ リ ザ―バを交換するこ と はできま
せん。

プ リ ンタのスイ ッチを切り ます。 インクカー ト リ ッジを取り外
します （次の図を参照して ください）。 マニホールド ロ ッ ク リ ン
グを外し、インク・ リ ザーバからマニホールド を持ち上げ、イン
クキャビネッ ト上部の内側にあるマニホールド保持具の中にマ
ニホールドを固定します。

インク ・ リ ザーバにキャ ップを取り付けます。 金属のインク ・
リザーバ保持バーを押して、 インク ・ リザーバを手前に引いて
取り出します。

新しいインク ・ リザーバは、 上記と逆の手順で取り付けます。
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新しいインク ・ リザーバを取り付けた場合には、 リザーバの品
質コードを入力し、 インク ・ リザーバ交換の警告ランプを次の
手順でリセッ ト して ください。

(1) プリ ンタをスタンバイ状態にします。

注記 : ジェッ トがオフになったこ とを確認します。

(2) ［サービスキー］  ボタンを押します。

(3) ［品質コード］  ボタンを押します。

(4) 右カーソルボタンを押して入力ウ ィ ン ド ウを強調表示に
し、 新しい リザーバの前面に印字されている新しい品質
コードを入力します。

(5) Enter ボタンを 1 回押します。

(6) 品質コード が受け付けられたら、 リ ザーバを取り 付けます。

マニホール
ド保持具

インク ・ リ
ザーバ保持

バー

AM_0029a.eps

AM_0030.eps

AM_0031.eps

インク ・ リザーバの取り外し

インク ・ リザーバの再装着

インク ・ リザ―バの交換
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(7) プリ ンタを再起動します。

(8) プリ ンタは 3 分間、インクシステムの低圧ブリードを実行
します。

注記 : この動作は、何らかの操作を実行する前に行わせる必要が
あ り ます。
13



フロン トパネルの操作

プ リ ンタのすべての操作は、 ユーザーインターフェースから行
います。

コン ト ロールパネルには次の 2 種類のボタンが付いています。

• 機能単一の固定ボタン

• ソ フ ト ウ ェアの制御によ って機能を変え られる フ ァ ン ク
シ ョ ンボタン （ソフ ト キー）

注記 : ソフ ト キーのオプシ ョ ンは 4 つまでウ ィンド ウに表示さ
れます。これらは、機能ボタンのすぐ上にある機能に対応
します。左右にスク ロールして、他の機能を表示するこ と
もできます。

Alt 1 または Alt 2 機能ボタンと組み合わせれば、他の文字も使用
できます。

インターフェースのメ インエ リ アは、次のよ うになっています。

                    

 

電源 

カーソル 
選択

ホーム

データ入力ボタン

機能
ボタン 

（ソフ トキー）

フロン トパネルのキーボードのレイアウト

スター
ト / ス
ト ップ 

ト ピッ ク  

画面

トピック  
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キーボード、 オプシ ョ ンおよび機能ボタン
                    

電源ボタン 装置をスタンバイ状態にするに

は、電源ボタンを2秒間押します。

スタート /
ス ト ップボ
タン

装置を印字可能状態にするには、

スタート / ス ト ップボタンを 2秒

間押します。装置を印字可能状態

にするシーケンスが実行されま

す。印字可能状態のと きに押した

場合には、スタンバイ状態になり

ます。

カー ソ ルボ
タ ン と 選択
ボタン

外側の 4 つのボタンは、 画面の

カーソルを移動するために使用

します。

中央の選択ボタンは、アクシ ョ ン

を選択したり、変更を保存した り

する場合に使用します。

ホーム ホーム画面に戻り ます。

セキュ リ

テ ィ

（アクティ ブな場合）ユーザーのロ

グイン /ログアウト で使用します。

ヘルプ ヘルプを表示します。

アクティブ

な警告

システムの警告を表示します。

サービス サービス機能に入り ます。
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シ ス テ ムプ
ロパティ

コマンド関数の一覧を表示します。

状態 プリ ンタの状態を表示します。

     Alt 1 キーボード 上の青の文字を選択し

ます。

Alt 2 キーボード 上の緑の文字を選択し

ます。

アクセン ト キーボード 上のアクセント 記号を

選択します。

メ ッ セージ
編集

印字する よ う に現在設定されて

いる メ ッセージを表示し、 メ ッ

セージを編集でき る よ う にし ま

す。メ ッセージス ト アも表示され

るので、メ ッセージを選択 / 編集

できます。

印字パラ
メータ

印字パラ メータ、遅延、幅などに

アクセスできます。

遅延 （印字

開始位置）

印字の遅延を調整できます。

バッ クス
ペース

カーソルの左隣のエン ト リ を削

除します。
16



                    

画面
                    

削除 カーソルの右隣のエン ト リ を削除し

ます。

Caps 
ロ ッ ク

入力する文字を小文字から大文字に

切り替えます。

シフ ト このキーを押しながら他のキーを押す

と 、大文字と 小文字が切り 替わり ます。

戻る 変更を破棄して、前のメニューに戻り

ます。

ファンク
シ ョ ン

画面のソフ ト キーオプシ ョ ンを選択
します。
ソ フ ト キーのオプシ ョ ンをス ク ロー
ルするには、左右のカーソルボタンを
使います。

メ ッセー
ジ名

画面番号

製品
カウント

プリンタのモ
デル

機能ボタン

リザ―バの残
り時間

印字中の
メ ッ

セージ

ソフ ト
ウェア

リビジ ョ ン

ジェ ッ トの
状態

サービスま
での時間

印字
済み 

カウント

Caps ロック、
Alt、 アクセン
トのアイコン
17



機能ボタン （ソフ トキー）

機能ボタン （ソフ ト キー） を使用すれば、 様々な項目に入って、
メ ッセージの作成、 メ ッセージス ト ア、 システムプロパテ ィな
ど、 プ リ ンタのすべての機能にアクセスできます。
次に示すのは、 メ インページのアイコンです。

                    

カウンタ
リセッ ト

カウンタを リセッ ト します。

メ ッセ

ージ

メ ッセージス ト アに入って編集でき

ます。

印字有
効 / 無効

印字の有効と無効を切り替えます。

印字の
調整

印字の調整とセッ ト アップを行えます。

ロゴ機能 ロゴの作成と編集を行えます。

逆洗浄有
効 / 無効

この機能は、ノズルの詰ま り を除くた
めに使用します。適切な保護用装備を
着用し （「健康と安全」 のセクシ ョ ン
を参照して ください）、 ジェ ッ トのス
イ ッチをオフ、 逆洗浄を有効にして、
ノズル面に溶剤をかけてください。ア
イコンは、フラ ッシュが有効か無効か
に応じて変わり ます。

テス ト
印字

ソフト ウェアによる印字を実行します。

警報表示 現時点で警告があれば表示します。
18



メ ッセージの入力

はじめに

GP プ リ ンタでは、 次のフ ィールドにデータを入力して、 メ ッ
セージを作成できます。

• テキス ト

• 自動コード （日付、 時間など）

• バーコード

• ロゴ （作成またはインポート したもの）

• ユーザー定義 （テキス ト またはバーコード）

メ ッセージを作成する前に各フ ィールドに情報を設定して くだ
さい。 これらは自動的に、その後のメ ッセージに適用される、各
フ ィールドのデフォルト設定になり ます（フォン トサイズ、ボー
ルド設定、 向きなど）。 この点については、 メ ッセージのデフォ
ルト h、 ページ 21 で説明します。 一度設定する と、 新しいメ ッ
セージはこれらのデフォル ト を使用します。 ただし、 これらの
値はいつでも メ ッセージ内で変更できます。

注記 : 必要なメ ッセージのデフォルト を設定したら、メ ッセージ
の新規作成 h、 ページ 22 に進みます。

メ ッセージ機能

後述する様々なオプシ ョ ンや設定を選択するには、 次のボタン
を使用します。

                    

メ ッセー
ジシー
ケンス

設定した順序でメ ッセージを印字し

ます。

フ ィール
ドの追加

メ ッセージ内にフ ィールド を追加し
ます。

テキス ト

の編集

強調表示されているテキス ト を編集
します。
19



次の
フ ィー
ルド

次のフ ィールドに進んで編集します。

フ ィール
ドの削除

強調表示されているフ ィールド を削
除します。

シフ ト メ ッセージのシフ ト を設定します。

カウンタ
1-5

カウンタのセッ ト ア ップ メ ニューで
す（セッ ト アップするカウンタの番号
に応じて変わり ます）。

設定 繰り返し印字、ピッチなどを設定しま
す。 また、 シフ ト コード、 カウンタ機
能、オフセッ ト ク ロ ッ クにアクセスで
きます。

オフ
セッ ト
ク ロ ッ ク

オフセッ ト ク ロ ッ クのパラ メータを
設定します。
20



メ ッセージのデフォルト

メ ッセージのデフォルト を設定するには

(1) ［プロパティ］  ボタンを押します。

(2) ［メ ッセージ］  ボタンを押します。
                    

                    

印字開始位置 : メ ッセージを印字する際の開始位置を
設定します （値は 0 ～ 999999 です）。

太字 : 印字の際にス ト ロークを増やして、文字
の幅を太く します （値は 0 ～ 9 です）。

幅 : エンコーダの入力パルスを除算する こ
と、 または内部的な幅コン ト ロール設定
によって、 印字解像度を設定します （値
は 0 ～ 255 です）。

ギャ ップ : 文字の間隔を設定します （値は0～9です）。

方向 : 印字の向きを設定します。 通常、 反転、
転倒および反転転倒が可能です。

高さ : 偏光板の電圧を調整して、印字の高さを
増減します （値は 0 ～ 255）。
21



値を変更するには、カーソルボタンでパラ メータを選択します。
選択したら、 Enter を押して ください。

注記 : Caps ロ ッ クがオンになっている場合には、 メ ッセージ設
定の値は 1 増え、 オフになっている場合は、 1 減り ます。

メ ッセージの新規作成

ホーム画面から操作します。
                    

ピクセル : ラスタに関する設定です。印字の縦方向
のピクセル数を設定します。可能な値は
モデルによって異な り ますが、 5、 7、 9、
12、2L7、16、19、3L7、25、4L7、31 です。

デフォルト フォン
トサイズ :

すべての メ ッセージフ ィールドの、 デ
フォル ト のフォン ト サイズを設定し ま
す。可能な値はモデルによって異なり ま
すが、5、7、9、12、16、19、25および 31です。

タワー印字 : テキス ト を縦に並べて印字します。回転
の向きは時計回り (CW) または反時計回
りです。縦印字はフ ィールドの設定での
み選択できます。 この機能を使用する場
合に選択して ください。
22



(1) メ ッセージ作成画面にアクセスするには、 ［メ ッセージ］
 ボタンを押します。

(2) ［新規］  ボタンを押します。

(3) 表示されるウ ィ ン ド ウにメ ッセージの ［名前］ を入力し
て、 Enter を押します。 新しいメ ッセージは自動的にメ ッ
セージス ト アに保存されます。

(4) 次のウ ィンド ウで、 ［メ ッセージの設定］ をチェ ッ ク して
目的に適しているか確認します。

注記 : これらは、 メ ッセージのデフォルト h、 ページ 21 で説明
したよ うに、デフォルトの設定になり ます。これらの値を
変更する方法については、メ ッセージ設定とフ ィールド設
定の変更 h、 ページ 26 を参照して ください。
                    

(5) メ ッセージ設定を確認したら、［フ ィールドの追加］ ボタン
を押します。

(6) 次のウ ィンド ウで、必要なフ ィールドのタイプを選択しま
す。 この例では、 カーソルボタンで ［テキス ト ］ を選択し
て、 Enter を押します。
                    

このウ ィンド ウで使用できるオプシ ョ ンは次のとおりです。
23



(a) テキス ト  - 標準的なテキス ト フ ィールドです。テキス
トは代替キーボードでも入力できます（アラビア語や
中国語など）。その方法は、『操作および保守マニュア
ル』 を参照して ください。

(b) 自動コード  - ク ロ ッ ク、カウンタ、シフ ト コードまた
はユーザー定義コードを入力できます。

(c) バーコード  - 様々なバーコードを選択できます（モデ
ルによって異なり ます）。

(d) ロゴ - デザイン済みの、 保存されたロゴを入力でき
ます。

(e) ユーザー定義 - 特殊文字を入力できます。 これは、テ
キス トおよびバーコードで使用できます。フ ィールド
の情報を変更するよ うにとのプロンプ ト が表示され
ます。

(7) 印字するフ ィールドに必要なテキス ト を入力したら、Enter
を押します。 カーソルボタンで、［ メ ッセージ］ ウィ ン ド ウ
内に新しいフ ィールドの位置を指定します。

(8) メ インのメ ッセージ画面では、必要な設定の変更、新しい
フ ィ ール ド の追加、 フ ィ ール ド 内のテキ ス ト の編集、
フ ィールドの削除を行えます。 ［フ ィールドの設定 ］ 画面
で印字フ ィールドの設定を変更するには、オプシ ョ ンの前
の文字を選択します。 太字の場合は B になり ます。
                    

(9) フィ ールド を追加するには、［フィ ールド の追加］  ボタン
を押して、 ステップ 6 からの手順を繰り返します。

(10) カーソルボタンで新しいフ ィールドの位置を指定します。

フ ィールドのテキスト : 
「TRAINING」
24



(11) メ ッセージ設定が終わったら、 Enter を押します。 プロン
プ トが表示されるので、 このメ ッセージを保存して Enter
をも う一度押します。 メ イン画面に戻り ます。
                    

(12) メ ッセージを印字するには、［印字開始］ボタンを押します。

(13) 画面はホーム画面に戻り、これから印字される現在のメ ッ
セージが表示されます。
                    

代替キーボード

代替キーボード機能を使えば、 キーボードから他の言語 （アラ
ビア語や中国語など） のテキス ト を追加できます。 このよ う な
テキス トは、 テキス ト フ ィールドに入力するこ と、 またはファ
イル名と して使用するこ とができます。 サポート されている言
語であれば、 各テキス ト フ ィールドはそれぞれ独立に設定でき
ます。 詳細については、 『操作および保守マニュアル』 の 「代替
キーボード」 セクシ ョ ンを参照して ください。
25



メ ッセージ設定とフ ィールド設定の変更

メ ッセージの設定 （デフォル ト のステージで設定したもの） と
フ ィールド設定は、 両方と も変更できます。

メ ッセージス ト アに保存されたメ ッセージを編集するには

カーソルボタンでメ ッセージ名を強調表示にします。

(1) ［編集］  ボタンを押します。編集可能なメ ッセージ設定
が強調表示されます。

(2) キーボードで、変更するパラ メータを選択します。たとえ
ば、幅の場合には ［W］ です。表示されるパラ メータの詳
細については、 メ ッセージのデフォルト h、 ページ 21 を
参照して ください。

(3) ［次のフ ィールド］  ボタンを押します。次の図のよ うに、
メ ッセージフ ィールドの 1 つが強調表示されます。

                    

(4) 希望するフ ィールドが強調表示になるまで、 ［次のフ ィー
ルド］ を押して ください。

(5) フ ィールドの設定を変更します。

［フ ィールドの設定］ の各項目の意味は次のとおりです。
                    

（G） ギャ ップ 文字の間隔です。 値は 0 ～ 9 です （メ ッ
セージ設定でも設定できます）。
26



                    

注記 : 最大ピクセルサイズを超さないよ うにして ください。

(6) ［テキス トの編集］  ボタンを押します。これでメ ッセー
ジのテキス トが編集できます。

(7) 名前を付けて保存するには、 Enter ボタンを押します。 既
存のメ ッセージを上書きする こ と もできますし （この場
合、 プロンプ トが表示されます）、 新しいメ ッセージ名を
付けるこ と もできます。メ ッセージはメ ッセージス ト アに
再度保存されます。

（B） 太字 （値は 0 ～ 9 です。
メ ッセージ設定でも設定できます）。

（O） 向き フ ィールドの向きです。［通常 / 反転 / 転
倒 / 反転転倒 / 時計回りで縦 / 反時計回
りで縦のいずれかを選択します （デフォ
ルトの設定で設定されていた場合）。

（F） フォン ト 様々なフォン ト サイズを設定できます。
実際の大きさは、 ピクセルサイズの設定
に応じて変わり ます。次の図をご覧くだ
さい （フ ィールドだけでの調整です）。
27



メ ッセージストア

メ ッセージはすべてメ ッセージス ト アに保存されます。 これら
のメ ッセージは、 印字、 編集または削除できます。

                    

注記 : メ ッセージの先頭の文字を入力する と、その文字で始まる
保存済みメ ッセージが表示されます。

メ ッセージ編集

メ ッセージス ト アに保存されている メ ッセージを編集するに
は、 そのメ ッセージを選択して ［編集］  ボタンを押します。
メ ッセージを必要に応じて編集するこ とができます。 終了した
ら、 Enter ボタンを押します。 プロンプ トが表示されて、 既存の
メ ッセージを上書きするか （この場合、 別のプロンプ トが表示
されます）、新しいメ ッセージ名を入力するかのオプシ ョ ンを選
択できます。

メ ッセージの削除

(1) ホーム画面で ［メ ッセージ］  ボタンを押します。
28



                    

(2) カーソルボタンで強調表示の部分を上下に移動して、削除
する メ ッセージを選択します。

(3) ［削除］  ボタンを押します。  
                    

(4) ［OK］ を押すと、 メ ッセージは削除され、画面はメ ッセー
ジス ト ア画面に戻り ます。 
29



メ ッセージの印字

ホーム画面から操作します。
                    

(1) ［メ ッセージ］  ボタンを押します。
                    

(2) カーソルボタンで強調表示の部分を上下に移動して、印字
する メ ッセージを選択します。

注記 : メ ッセージの先頭の文字を入力する と、その文字で始まる
保存済みメ ッセージが表示されます。

(3) ［印字開始］  ボタンを押します。 
(4) メ ッセージは印字され、 ホーム画面が再度表示されます。
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クロック機能

利用できる機能は 時刻、 日付、 ロールオーバーおよびクロ ッ ク
オフセッ トです。

クロッ クオフセッ トは 2 つ設定して、メ ッセージで使用できます。

利用できる ク ロ ッ ク機能と設定については、 次の図をご覧くだ
さい。

時刻フォーマッ ト :
                    

日付フォーマッ ト :
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クロックの挿入

ホーム画面から操作します。
                    

(1) ［メ ッセージ］  ボタンを押します。

(2) ［新規］  ボタンを押します。    
(3) メ ッセージの名前を入力して Enter を押します。 この手順

を終える と、新しいメ ッセージは自動的にメ ッセージス ト
アに保存されます。

(4) メ ッセージ設定は、フ ィールドを追加する前のこの時点で
変更するこ とができます。

(5) ［フ ィールドの追加］  ボタンを押します。
(6) 次のウ ィンド ウで、必要なメ ッセージのタイプを選択しま

す。 この例では、 カーソルボタンで ［自動コード］ を選択
して、 Enter を押します。

時刻 : システムプロパテ ィでセッ ト ア ップさ
れた実際の時刻に基づいた時刻です。

日付 : 実際の日付とオフセッ ト 日付のセッ ト
アップに基づく日付です。

オフセッ ト日付 : 実際の日付とオフセッ ト 日付のセッ ト
アップに基づく日付です。

ロ ールオーバー
日付 :

実際の日付とオフセッ ト 日付のセッ ト
アップに基づく日付です。

シフ ト : 実際の時刻とオフセッ ト 時刻のセッ ト
アップに基づく時刻です。
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(7) カーソルボタンでメニューから必要な自動コードのタイ
プ （この例では ［時刻］） を選択して、 Enter を押します。

(8) メ ニューから必要な時刻のフ ォーマッ ト （この例では
［HH:MM:SS］） を選択して、 Enter を押します。
                    

(9) 必要な場合は、次のウ ィンド ウで ［時刻の区切り文字］ を
選択して、 Enter を押します。

(10) メ ッ セージウ ィ ンド ウ に時刻が表示さ れます。 こ こ で
は ［フ ィールドの追加］ 、 ［テキス トの編集］ などのオプ
シ ョ ンがあ り ます。 または ［フ ィールドの設定］ を変更し
ます。フ ィールドの位置を指定するには、カーソルボタン
を使います。
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(11) Enter ボタンを押して設定を保存し、Enter をも う一度押し
てメ ッセージを メ ッセージス ト アに保存します。

(12) ［印字開始］ ボタンを押すと メ ッセージが印字され、 ホー
ム画面に戻り ます。

オフセッ ト クロック設定のデフォルト

利用可能な 2 つのクロ ッ クにオフセッ ト時間を設定するには

(1) ［システムプロパティ］  ボタンを押します。                
(2) ［メ ッセージ］  ボタンを押します。

(3) ［設定］  ボタンを押します。

(4) ［Offset Clock］  ボタンを押します。
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図に示すよ うにオフセッ ト時間を設定したら、 メ ッセージにク
ロ ッ クを挿入して使用するこ とができます。

オフセッ ト クロックの挿入

ホーム画面から操作します。
                     

(1) ［メ ッセージ］  ボタンを押します。

(2) ［新規］  ボタンを押します。

(3) メ ッ セージの名前を入力してEnterボタンを押します。メ ッ
セージを入力する と、 新しいメ ッセージは自動的にメ ッ
セージス ト アに保存されます。

(4) 次のウ ィンド ウでは、メ ッセージ設定の変更が必要であれ
ば、 ［フ ィールドの追加］ を選択する前に変更します。

(5) ［フ ィールドの追加］  ボタンを押します。

(6) 次のウ ィンド ウで、必要なメ ッセージのタイプを選択しま
す。 この例では、 カーソルボタンで ［自動コード］ を選択
して、 Enter を押します。

(7) ［自動コードのタイプ］ メニューで ［日付］ を選択します。
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(8) フォーマッ ト と して ［DDMMYY］ を選択し、 Enter を押し
ます。
                    

(9) 次のウ ィンド ウでは、カーソルで下にスクロールして ［オ
フセッ ト ク ロ ッ ク 1］ を選択し、 Enter を押します。
                    

(10) 必要であれば ［日付の区切り文字］ を選択して、 Enter を
押します。

(11) メ ッセージウ ィンド ウには、入力したオフセッ トが適用さ
れた日付が表示されます。
36



                    

(12) Enterを押し、Enterをも う一度押してメ ッセージを保存し、
［印字開始］ ボタンを押してメ ッセージを印字して、 ホー
ム画面に戻り ます。

カウンタの挿入 
カウンタのデフォルトの設定についての詳細は、『操作および保
守マニュアル』 を参照して ください。

ホーム画面から操作します。
                    

(1) ［メ ッセージ］  ボタンを押します。

(2) ［新規］  ボタンを押します。

(3) メ ッセージの名前を入力して Enter を押します。 この手順
を終える と、新しいメ ッセージは自動的にメ ッセージス ト
アに保存されます。
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(4) ［フ ィールドの追加］ ボタンを押して、 必要なメ ッセージ
のタイプを選択します。 この例では、 カーソルボタンで
［自動コード］ を選択して、 Enter を押します。

(5) ［自動コードのタイプ］ウ ィ ンド ウでカーソルを使って［カ
ウンタ］ を選択し、 Enter を押します。
                    

(6) 使用するカウンタを選択し、カウンタの基数オプシ ョ ンを
［十進］、 ［二進］ および ［十六進］ から選択します。 完了
したら Enter を押します。
                    

(7) Enter を押して保存します。 カウンタの値を変更する場合
には、 スク ロールして ［カウンタ］ ボタンを押します。必
要なパラ メータを選択して変更します。 Enter を押して
［メ ッセージの設定］ 画面に進みます。

(8) ［印字開始］ ボタンを押すと メ ッセージ内のカウンタが印
字され、 ホーム画面に戻り ます。

(9) Enter を押して保存し、Enter をも う一度押して ［メ ッセー
ジの印字］ 画面に進みます。

(10) ［印字開始］ ボタンを押すと メ ッセージ内のカウンタが印
字され、 ホーム画面に戻り ます。
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カウンタのリセッ ト

ホーム画面から操作します。
                    

(1) ［カウンタの リセッ ト ］  ボタンを押します。

(2) カウンタ全体、 または特定のカウンタを リ セッ トするに
は、 適切な リセッ ト ボタンを押します。
                    

(3) 上側に表示される情報には、製品のカウント 、印字のカウン
ト、および使用しているカウンタの実際のカウン トが表示
されます。

(4) カウンタ全体を開始値にリ セッ ト するには、 対応する機能
ボタンを押します。

(5) 特定のカウンタを別の数値に変更するには、カーソルボタン
で強調表示されている箇所を移動します。

(6) 対象とするカウンタが強調表示になったら、左右のカーソ
ルボタンを押します。
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(7) 次の図のよ うに別のウインド ウが表示されるので、新しい
開始カウンタ値を入力して、Enter を押します。 この例は、
カウンタ 1 を新しい値に変更する と ころです。 Enter をも
う一度押すと、 値が保存され、 ホームページに戻り ます。
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バーコード メ ッセージの入力 （モデルにより異なる）

注記 : GP プリ ンタで使用できるバーコードは、 I2 of 5、 code 39、
code 128、 UPC A、 UCP E、 EAN 13、 EAN 8 および
Datamatrix です。

ホーム画面から操作します。
                    

(1) ［メ ッセージ］  ボタンを押して画面にアクセスします。

(2) ［新規］  ボタンを押します。

(3) メ ッセージの名前を入力して Enter を押します。 この手順
を終える と、新しいメ ッセージは自動的にメ ッセージス ト
アに保存されます。

(4) 次のウ ィンド ウではメ ッセージ設定を行います。

(5) ［フ ィールドの追加］  ボタンを押します。

(6) 次のウ ィンド ウで、必要なメ ッセージのタイプを選択しま
す。 この例では、 カーソルボタンで ［Barcode］ を選択し
て、 Enter を押します。

名前 : BARCODE
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(7) この例では、 カーソルボタンで ［Code128］ を選択して、
Enter を押します。
                    

(8) ［バーコードのオプシ ョ ン］ 画面で、 ［英数字表示］ （人が
読み取り可能なコード） を ［オン］ にします （［オフ］ を
選択する と、人間が読み取れるコードは印字されません）。
また、必要であれば［バーコードのソース］ を設定します。

注記 : フォン トサイズやピクセルサイズの設定が適切でないと、
人が読み取り可能なコードは表示されません。
                    

(9) バーコードのポップアップウ ィ ン ド ウでテキス ト を入力
して、 Enter を押します。

(10) 設定したバーコードは ［メ ッセージ］ ウ ィ ンド ウに表示さ
れます。

BarCode Text: 1234567890
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(11) F （フォン ト ） ボタンを押し、 カーソルボタンで 16 ド ッ ト
を選択して、 Enter を押します。

(12) フォン トサイズをこのよ うに変更すれば、バーコードの下
に、 人が読み取り可能なコードが表示されます。
                    

(13) 完了したら Enter を押し、Enter をも う一度押してメ ッセー
ジを保存します。

(14) ［印字開始］  ボタンを押すと メ ッセージが印字され、ホー
ム画面に戻り ます。
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ロゴの挿入

ホーム画面から操作します。
                    

(1) ［メ ッセージ］  ボタンを押します。

(2) ［新規］  ボタンを押します。

(3) 新しいメ ッセージの名前を入力して Enter を押します。 こ
の手順を終える と、新しいメ ッセージは自動的にメ ッセー
ジス ト アに保存されます。

(4) 次のウ ィンド ウで、［フ ィールドの追加］ を選択する前に、
メ ッセージ設定を変更します。

(5) ［フ ィールドの選択］ ウ ィンド ウでカーソルボタンで ［ロ
ゴ］ を選択し、 Enter を押します。
44



                    

(6) 選択画面で、 上下のカーソルボタンでロゴを選択します。
必要なロゴが表示されたら、 Enter を押します。
                    

(7) 選択したロゴはメ ッセージ画面に表示されます。この時点
で、 フ ィールドの設定を変更する こ とができます。 メ ッ
セージ設定画面で適切なピクセルサイズが選択されてい
るこ とを確認して ください。
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(8) Enter を押してメ ッセージを保存し、Enter をも う一度押し
てメ ッセージス ト ア画面に戻り ます。 ［印字開始］ ボタン
を押すと強調表示されている メ ッセージが印字され、ホー
ム画面に戻り ます。
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プリンタの状態
次に示すのは、 よ く見られるプ リ ンタの状態です。 これらのア
イコンの一部は、 プ リ ンタの起動または停止時に、 ホーム画面
の上部、 プ リ ンタタ イプのすぐ下に表示されます。 ジェ ッ ト の
状態を示すアイコンは、 画面の右上に表示されます。

スタンバイ
                    

プ リ ンタはスタンバイ状態です。 インクシステムは停止してい
ますが、 ユーザーインターフェースではまだ情報を入力できま
す。 印字ヘッ ドのス ト ロボ LED は点滅します。

印字準備中
                    

プ リ ンタは、 印字可能になるための準備をしています。 インク
システムはアクテ ィ ブで圧力がかかってお り、 印字ヘッ ドは
ジェ ッ ト を噴出する準備ができています。 このプロセスが完了
する と、プ リ ンタは印字準備完了状態になり、ジェ ッ トオン / オ
フボタンの LED は点滅します。

印字準備完了
                    

プ リ ンタは印字準備が完了しました。 メ ッセージがオンラ イン
であれば、 製品検出信号を受け取ったと きに、 メ ッセージが印
字されます。 インクシステムはアクテ ィブで圧力がかかってお
り、 印字ヘッ ドはジェ ッ ト を噴出する準備ができています。
ジェ ッ トオン / オフボタンは点灯状態になり ます。 ヘッ ドのス
ト ロボ LED も点灯状態にな り ます。

シャッ トダウン
                    

プリ ンタは印字準備完了状態からジェッ ト オンのみまたはスタン
バイ状態のいずれかにな り ます。

注記 : このプロセスが完了するまでは、 インクシステムはアク
ティブで圧力がかかっています。
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加熱中
                    

プリンタはインクの最適温度まで印字ヘッ ドを加熱中です。 イン
クシステムはアクティブで、印字ヘッ ド と同様に圧力がかかって
います。 最適温度に達すると、 ジェッ トが開始し、 プリ ンタは印
字準備完了状態になり ます。
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故障の検出
                    

電源表示ランプが点灯しません

考えられる原因 考えられる処置

停電 電源を復旧して ください

ヒ ューズの不具合です 主プラグを確認して くだ
さい

印字しません

考えられる原因 考えられる処置

メ ッセージ入力ミ ス 入力したデータを点検して
ください

製品検出センサが接続され
ていないか、 不具合が生じて
いる

センサを点検します

文字幅設定が小さすぎる 文字幅を再設定します

シャフ トエンコーダの不具合 シャ フ ト エン コーダ と コネ
クタを点検します

外部ス ト ローク切 り 替えが
選択されている （エンコーダ
が実装されていない場合）。

内部ス ト ローク切 り 替えに
変更します

［印字開始］ ボタンが押され
ていない

［印字開始］ ボタンを押して、
現在の メ ッ セージを印字し
ます

EHT ト リ ップが生じた プリ ント ヘッ ド を点検して必
要に応じて洗浄します。 問題
が解決しない場合は、 プリ ン
ト ヘッ ド を位置合わせする必
要があり ます
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印字位置が不適当です

考えられる原因 考えられる処置

印字遅延の設定ミ ス 印字遅延を再設定します

製品検知器/センサーが不適切 再度センサの位置を合わせ
ます

メ ッセージの先頭もしく は未
尾に空白が挿入されている

入力し たデータから空白を
消去します

印字サイズが小さすぎます

考えられる原因 考えられる処置

文字高さ調整が正し くない 文字高さを調整します

偏向板でのジェッ ト アラ イ
メン トが正し くない

ジェッ ト アライメ ント を点検
します

インク圧力が高すぎる インク圧力を確認し、 必要に
応じて再設定します

偏向板に溶剤が残っている
（ク リーニング後）。

偏向板を乾燥させます

プリ ン トヘッ ドが製品に近
すぎる

プリ ント ヘッ ド の位置を点検
します

装着したノズルのサイズが
違う

点検し、 必要に応じて交換し
ます

ガターからインクがあふれています

考えられる原因 考えられる処置

ガターフ ィルタが詰まって
いる

ガターフィ ルタを交換します
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ガターチューブが詰まって
いる

ガターを洗浄して詰まり を解
消します

ガターから空気が漏れている 空気が漏れていないかど う
かガター回路を点検します

圧力の設定が正し くない 圧力を調整します

オ リ フ ィ スが詰まっている オリ フィ スを洗浄するか、 分
配ブロッ ク を交換します
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プリン トヘッ ドのクリーニング

                    

A-Series GP 印字ヘッ ド

ねじをゆるめて、 帯電板を
引き出します。 適切にス
ロッ ト を洗浄して、 リン ト
フリー ・ ペーパー （布） で

拭き取ります。

偏向板のインクの汚れを清
掃します。

ガター部のインクの汚れを
清掃します。
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